
 

 妹背牛町民会館図書室  

 

妹背牛（もせうし）町、この地名もなかなか読めません。アイヌ語のモセウシ（イラ草の

多いところ）に由来します。空知管内北部に位置する人口 2500 人ほどの道内市町村でベ

スト３に入る面積の小さな町です。当初は「望畝有志」という漢字表記でしたが、1898 （明

治 31）年、鉄道開通の際、駅名を「妹背牛」と表記したことで今日に至ります。駅前に記

念碑があります。 

 

札幌から旭川へ向かう特急に乗車し滝川で下車。各駅停車に乗り換えて２駅で妹背牛駅に

到着します。乗り換えがスムーズであれば 1 時間 10 分ぐらいで到着します。妹背牛駅に

停車する列車が 1 日に 10 本もないので乗り損なうと面倒な事態になります。 

無人駅の駅舎に IC 専用改札が１つありますが、これを使わなくても横から素通りできて

しまう。一体どんな管理になっているのだろう？と思ってしまいます。 

 

駅は住宅地の小さな広場にポツンとあり、商店はほとんど見かけません。図書室は駅から

線路沿い右に歩いていきますが、せっかくなので駅を背に斜め右の道を 10 分歩いて、少し

迂回してみます。するときっと妹背牛で知らない人はいない大黒屋菓子舗が見えてきます。

1956 （昭和 31）年創業による和洋菓子をコツコツ製造販売しています。看板商品は生ど

ら焼きのジャンボ版「でか生」！ふるさと納税の返礼品にもなっています。なんと直径18cm

の粒あん栗入り、生クリームがたっぷり入ったどら焼きです。これはとても一人では食べら

れません。他にも牛の顔の形をした饅頭など、オリジナリティあふれるスイーツが多く、店

の前に行列ができるほど。妹背牛行ったら是非立ち寄ってみてください。 

 

妹背牛町公民館図書室は駅から徒歩 12 分ほど。大黒屋菓子舗からも 10 分ぐらいです。

昭和 1972（昭和 47）年にできた公民館図書室は 5000 冊ほど蔵書されています。 

図書室入るとすぐに児童書が出迎え、天井や書架の上段にはカラフルなボールのような飾

りがぶら下がっていてとても賑やかです。天井までの書架なので、上段には一切本を置かな

いようにしています。その向かいに靴を脱いで絵本が読めるこぢんまりとしたコーナーがあ

ります。 

 

文学全集の書架を見ると 1959 （昭和 34）年から刊行した『グリーン版世界文学全集全

100 巻』（河出書房新社刊）を見つけました。「河出書房」から「河出書房新社」になって

最初の大型文学全集は増刷を重ね、90 年代まで販売し「2000 万読者に親しまれた」と称



賛された全集です。まだ地方の図書館などで開架・閉架問わず所蔵しているかと思います。

箱と表紙が緑色なので「グリーン版」と呼んでいます。当時の文学全集は、「グリーン版」

問わず「豪華版」「愛蔵版」など、いろいろな版がありました。しかし本の表紙や奥付に記

載されてなく、書誌情報に入らないので図書館の検索で調べることができません。どこに「グ

リーン版」と書かれていたのでしょう？よく本の表紙に巻かれキャッチコピーなどが書かれ

ているオビに「グリーン版」と記載されていました。「豪華版」なども同様です。オビの記

述まで書誌情報に通常記入しないですよね。文学全集や百科事典が爆発的に売れた時代です。 

 

郷土資料の書架を見ると『妹背牛町の社会と民俗 2.3.5 区の事例』宮良高弘編、北海道

みんぞく文化研究会刊（1991 年）という本が面だしになっていました。札幌大学が中心に

なって調査された資料ですが、その中には中学や高校の教諭も参加しており、地域資料を制

作する上での参考書にもなります。 

「2.3.5 区」とは妹背牛の場合、地域を 11 区に分けており、市街地は１区になります。

本書は市街地以外で歴史上早くから開拓されていたこの３区にスポットを当てています。私

が本書の中で注目したのは「第７章口承文芸」です。調査内容は昔話・伝説・世間話・笑い

話・わらべ唄・なぞなぞ・ことわざ・俗信・子供の遊びなど。伝承者は唄の名人、話し上手、

記憶力の優れた人。最後に明治 32 年生まれの方が「婆ちゃんは何も持っていないから昔話

を残しておこうと 86 歳になってから書き留めるようにした」と残してくれています。 

令和の時代、もう明治はもちろん大正時代の語りを聞くこともできず、戦争を知る世代も

高齢化しています。記憶はどんどん記録しておかないと消えていきます。本書にはその基本

が丁寧に綴られています。 

 

公民館図書室の隣にアンティークな建物を見かけました。郷土資料館です。 

1931 （昭和 6）年に建ったこの建物は村役場として長年使われました。事務室と議事堂

を左右対称にした作りは、明治期のフランス風デザインの流れをくんだ建築物として高い評

価をうけ、1985（昭和 60）年、新庁舎落成を機に建築当時の姿に復元しました。 

現在内部には開拓期から現在に至るまでの約 600 点の郷土資料が保存・展示されていま

す。 

開館は 8 月 14 日～16 日の 3 日間で 10:00～16:00。他の日に見学希望したい場合は

町民会館までご連絡する必要があります。つまり突然訪問しても見学できないので気をつけ

てください。 

 

2024 年 6 月訪問 

加藤 重男  


